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当
所
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
議
員
改
選
が
行
わ
れ
、

10
月
末
ま
で
に
第
34
期
の
議

員
70
名
が
決
定
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
11
月
１
日
、
新
議

員
に
よ
る
臨
時
議
員
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
頭
・
副
会

頭
・
専
務
理
事
・
常
議
員
・

監
事
等
の
役
員
が
選
任
さ
れ

た
。第

34
期
会
頭
に
は
、
荒
金

憲
一
氏
が
、
副
会
頭
に
は
、

若
菜
秀
夫
氏
、
小
野
口
美
治

氏
、
膝
附
武
男
氏
が
再
任
さ

れ
、
新
た
に
佐
山
謙
三
氏
が

選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
常
議

員
に
は
、
伏
木
昌
人
氏
、
福

田
昌
弘
氏
、
平
野
和
正
氏
、

横
地
克
孝
氏
が
新
た
に
選
任

さ
れ
た
他
、
監
事
に
は
、
藤

沼
康
雄
氏
、
嶋
田
完
治
氏
、

田
邉
勇
輝
氏
が
再
任
さ
れ

た
。

２
Ｐ
に
「
第
34
期
役
員
・

議
員
紹
介
」
を
掲
載

こ
の
た
び
、
皆
様
か
ら
ご

推
挙
を
受
け
、
二
期
目
の
会

頭
職
を
引
き
続
き
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

さ
て
、
第
三
十
三
期
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
令
和
元
年

十
月
の
東
日
本
台
風
に
よ
る

大
規
模
な
浸
水
被
害
を
は
じ

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
、
自
然
災
害
や
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
、
紛
争
等
、
予
想
だ

に
し
な
か
っ
た
幾
多
の
事
象

が
発
生
し
、
世
界
は
新
た
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

当
会
議
所
は
、
地
域
の
総

合
経
済
団
体
と
し
て
、
行
政

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各

種
補
助
金
や
支
援
等
へ
の
迅

速
な
対
応
を
図
り
、
事
業
継

続
や
雇
用
の
安
定
に
努
め
る

と
と
も
に
、
事
業
承
継
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
新

た
な
課
題
へ
の
挑
戦
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
三
十
四
期
は
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
新
時
代
の
中
で
、

古
き
良
き
も
の
を
守
り
つ

つ
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
目
指
す
『
令
和
ル
ネ
サ

ン
ス
』
を
テ
ー
マ
に
、
新
し

い
技
術
や
工
夫
に
果
敢
に
挑

戦
し
、
本
市
経
済
の
新
た
な

道
筋
を
示
す
と
と
も
に
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

加
え
て
、
歴
史
あ
る
本
市

の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
永
野

川
や
巴
波
川
の
河
川
対
策
の

推
進
や
、
栃
木
・
小
山
線
の

四
車
線
化
の
促
進
に
よ
る
周

辺
都
市
と
の
連
携
強
化
、
ま

た
国
が
推
進
す
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
拠
点
誘
致
の
支
援
な

ど
、
行
政
と
連
携
を
図
り
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の

力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
会
頭
二

期
目
の
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

今月のtopics
２
Ｐ　
　

第
34
期
役
員
・
議
員
紹
介

３
Ｐ　
　

㈲
前
日
光
フ
ァ
ー
ム 

第
12
回

　
　
　
　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
出
場

４
Ｐ　
　

補
助
金
情
報
の
ご
案
内

５
Ｐ　
　

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ　

一
日
公
庫
、
栃
木
市
省
エ
ネ
家
電
買
換
え
支
援

荒金会頭

若菜副会頭小野口副会頭膝附副会頭佐山副会頭國保専務理事

【
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
・
新
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
】

【
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
・
新
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
】

    

第第
3434
期
　
役
員・
議
員
決
定

期
　
役
員・
議
員
決
定

  

会
頭
に
荒
金
憲
一
氏
を
再
任

会
頭
に
荒
金
憲
一
氏
を
再
任

副
会
頭
に
若
菜
秀
夫
氏
・
小
野
口
美
治
氏
・
膝
附
武
男
氏
を
再
任

副
会
頭
に
若
菜
秀
夫
氏
・
小
野
口
美
治
氏
・
膝
附
武
男
氏
を
再
任

佐
山
謙
三
氏
を
新
任

佐
山
謙
三
氏
を
新
任

16
代
会
頭
　
荒
金 

憲
一

会
頭
就
任
の
挨
拶
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臨
時
議
員
総
会
に
お
い
て
、
第
34
期
役
員
・
議
員
が
次
の

通
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

第
34
期
任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
10

月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

会　
　

頭　

荒
金　

憲
一
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
）

副
会
頭　

若
菜　

秀
夫
（
㈱
ア
ス
ワ
ン
）

　

 

〃 　
　

小
野
口
美
治
（
小
野
口
商
事
㈱
）

　

 

〃 　
　

膝
附　

武
男
（
ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱
）

　

 

〃 　
　

佐
山　

謙
三
（
㈱
佐
山
）

専
務
理
事　

國
保　

能
克
（
栃
木
商
工
会
議
所
）

常
議
員　

津
布
久　

茂
（
㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト
）

　

 

〃 　
　

小
又　

正
和
（
小
又
工
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

松
本　
　

稔
（
松
金
化
学
工
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

小
池　

雅
弘
（
㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ
）

　

 

〃 　
　

茂
木　

広
至
（
茂
木
機
工
㈱
）

　

 

〃 　
　

渡
邊　

嘉
一
（
ワ
タ
レ
イ
㈱
）

　

 

〃 　
　

長
澤　

厚
史
（
㈲
ナ
ガ
サ
ワ
）

　

 

〃 　
　

小
藤　

有
彦
（
㈱
小
藤
製
作
所
）

　

 

〃 　
　

田
島　
　

大
（
栃
木
市
商
店
会
連
合
会
）

　

 

〃 　
　

栁
川　

延
夫
（
栃
木
ガ
ス
㈱
）

　

 

〃 　
　

山
口　
　

輝
（
滝
沢
ハ
ム
㈱
）

栃
木
商
工
会
議
所

栃
木
商
工
会
議
所

第第
3434
期期  

役
員
・
議
員
紹
介

役
員
・
議
員
紹
介

　

 

〃 　
　

片
柳　
　

均
（
㈱
セ
レ
モ
ー
ル
）

　

 

〃 　
　

五
十
嵐　

学
（
㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店
）

　

 

〃 　
　

中
里　

武
司
（
㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木
支
店
）

　

 

〃 　
　

伏
木　

昌
人
（
栃
木
信
用
金
庫
）

　

 

〃 　
　

福
田　

昌
弘
（
日
ノ
出
印
刷
㈱
）

　

 

〃 　
　

平
野　

和
正
（
㈱
正
和
）

　

 

〃 　
　

横
地　

克
孝
（
㈱
栃
木
こ
す
も
す
）

監　
　

事　

藤
沼　

康
雄
（
関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部
）

　

 

〃 　
　

嶋
田　

完
治
（
シ
マ
ダ
㈱
）

　

 

〃 　
　

田
邉　

勇
輝
（
タ
ナ
ベ
労
務
管
理
事
務
所
）

議　
　

員

　

 

〃 　
　

茂
呂　
　

章
（
金
朝
商
事
㈱
）

　

 

〃 　
　

塚
田　

和
克
（
㈱
ツ
カ
ダ
）

　
 

〃 　
　

大
阿
久
岩
人
（
㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館
）

　
 

〃 　
　

若
林　

芳
明
（
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
㈱
）

　

 
〃 　
　

大
澤　

光
司
（
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン
）

　

 

〃 　
　

柏
﨑　

和
己
（
㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社
）

　

 

〃 　
　

松
倉　

敬
士
（
栃
木
乳
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

青
木　

紀
郎
（
栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

猿
山　
　

貴
（
岡
田
石
灰
工
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

岩
下　

和
了
（
岩
下
食
品
㈱
）

　

 

〃 　
　

森
戸　

忠
広
（
森
戸
運
送
㈲
）

　

 

〃 　
　

寺
内　

治
雄
（
㈱
共
同
プ
ロ
保
険
事
務
所
）

　

 

〃 　
　

森
川　
　

武
（
㈲
森
川
自
動
車
）

　

 

〃 　
　

福
富　

正
浩
（
福
富
税
務
会
計
事
務
所
）

　

 

〃 　
　

伊
藤　

和
博
（
伊
藤
電
機
㈱
）

　

 

〃 　
　

癸
生
川
照
男
（
㈱
栃
木
県
南
自
動
車
学
校
）

　

 

〃 　
　

古
谷　

清
岳
（
舘
野
建
設
㈱
）

　

 

〃 　
　

荒
川　

光
男
（
㈱
荒
川
建
設
）

　

 

〃 　
　

田
名
網
文
男
（
㈱
明
治
フ
ー
ド
）

　

 

〃 　
　

関
口　

佳
市
（
関
口
商
事
㈱
）

　

 

〃 　
　

小
林　

雄
一
（
㈱
小
林
縫
製
工
業
）

　

 

〃 　
　

佐
々
木　

浩
（
栃
木
冷
暖
工
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

小
島　

峰
夫
（
栃
木
陶
器
瓦
㈱
）

　

 

〃 　
　

八
木
原
清
二
（
㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー
）

　

 

〃 　
　

大
木　
　

敬
（
㈱
大
木
組
）

　

 

〃 　
　

落
合　

希
好
（
落
合
産
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

毛
塚　

敏
郎
（
㈱
毛
塚
紙
店
）

　

 

〃 　
　

斎
藤　

卓
司
（
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
）

　

 

〃 　
　

須
田　

尚
男
（
須
田
商
事
㈱
）

　

 

〃 　
　

谷
中
俊
太
郎
（
大
正
紙
器
㈱
）

　

 

〃 　
　

田
村　

義
弘
（
㈲
田
村
自
動
車
整
備
工
場
）

　

 

〃 　
　

松
本　

篤
哉
（
両
毛
印
刷
㈱
）

　

 

〃 　
　

西
畑　

圭
樹
（
㈱
西
畑
建
材
店
）

　

 

〃 　
　

川
嶋　

幸
雄
（
㈱
タ
ス
ク
）

　

 

〃 　
　

遅
澤　

敦
史
（
栃
木
レ
ザ
ー
㈱
）

　

 

〃 　
　

山
田
三
紀
夫
（
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
）

　

 

〃 　
　

市
本　

和
久
（
㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

 

〃 　
　

赤
尾　

憲
司
（
㈱
群
馬
銀
行
栃
木
支
店
）

　

 

〃 　
　

上
野　

和
昭
（
㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店
）

　

 

〃 　
　

高
畑　

健
一
（
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
梓
の
森
工
場
）

　

 

〃 　
　

藤
沼　

正
孝
（
㈱
ヤ
オ
ハ
ン
）

　

 

〃 　
　

坂
本　

和
則
（
坂
本
産
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

中
島
喜
代
典
（
丸
三
産
業
㈱
）

　

 

〃 　
　

別
井　

秀
一
（
㈱
別
井
商
店
）

　

 

〃 　
　

板
倉　

政
幸
（
㈱
板
倉
製
作
所
）

　

 

〃 　
　

岡
部　

一
法
（
㈱
上
原
園
）

　

 

〃 　
　

山
口　

真
右
（
栃
木
木
材
㈿
）

�

（
敬
称
略
）

�

※
ゴ
シ
ッ
ク
は
新
任
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去
る
10
月
24
日
、
当
所
に

お
い
て
産
業
振
興
委
員
会
が

主
管
と
な
り
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
12
名
が
参
加
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱
炭
素
）

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
。
講
師

に
、
（独）
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構 

中
小
企
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー 

横
田
英
靖
氏
を
迎

え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
最
新
状
況
や
挑
戦
す
る

メ
リ
ッ
ト
、
取
組
事
例
等
に

つ
い
て
講
義
が
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
参
加
者
の
知
識
習
得
の

一
助
と
な
っ
た
。

去
る
10
月
７
日
、
８
日
の

二
日
間
、
福
島
県
郡
山
市
に

お
い
て
「
第
54
回 

全
国
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会　

福
島
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
２
名
が
出
席

し
た
。
全
国
か
ら
は
オ
ン
ラ

イ
ン
含
め
319
女
性
会
約
2,400
人

が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
市
瀬
会
長

（
東
京
女
性
会
会
長
）
よ
り

挨
拶
が
さ
れ
、
続
け
て
、
記

念
講
演
会
に
お
い
て
は
東
京

農
業
大
学
名
誉
教
授　

小
泉

武
夫
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

「
発
酵
食
品
は
女
性
を
美
し

く
す
る
」
と
題
し
ご
講
演
を

開
催
日　

10
月
７
日
（
金
）　

出
席
者　

５
名

協
議
事
項

①
第
43
回
栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
に
つ
い
て

第
３
回　

産
業
振
興
委
員
会　

開
催
報
告

売
れ
る
写
真
撮
影
実
践

�

セ
ミ
ナ
ー
開
催

去
る
10
月
21
日
、
当
所
に

お
い
て
、
売
れ
る
写
真
撮
影

実
践
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
販
売
促
進
が
一
般
的
と
な

る
中
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
“
映
え

る
”
写
真
の
撮
影
方
法
を
習
得

し
販
路
拡
大
を
図
る
べ
く
開

催
し
た
も
の
。

講
師
に
は
、
㈱
エ
イ
チ
・

エ
ー
エ
ル
の
森
下
齊
氏
（
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
）
を
迎
え
、

７
名
が
参
加
し
た
。

写
真
撮
影
の
基
礎
知
識
講

義
を
受
け
た
の
ち
、
厚
紙
で

作
っ
た
反
射
板
を
使
い
実
践

演
習
を
行
う
な
ど
、
今
後
の

実
務
に
取
り
入
れ
活
か
せ
る

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

い
た
だ
い
た
。

全
国
大
会
が
リ
ア
ル
参
加

を
含
め
た
形
で
開
催
さ
れ
る

の
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
、
当

会
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
現

地
参
加
で
あ
っ
た
た
め
、
各

地
女
性
会
と
の
交
流
に
よ
り

大
変
刺
激
を
受
け
、
結
束
を

さ
ら
に
固
め
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
震
災
か
ら
11
年
経

過
し
た
福
島
県
内
で
の
開
催

は
、
今
な
お
復
興
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
地
元
の
方
々
の
姿

を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

第
54
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

福
島
全
国
大
会
参
加

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

�

セ
ミ
ナ
ー
開
催

去
る
10
月
28
日
、
当
所
に
お
い
て
、
本
年
2
回
目
と
な
る

振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
等
の
進
捗
状
況
と
会
員

及
び
共
済
制
度
の
推
進
の
件
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
係
る
各
業
種
や
地
域
の

業
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

管
内
の
景
況
感
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
緩
和
し
つ
つ
あ
る
が
、
原

材
料
等
の
高
騰
を
受
け
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
年
末
に
向
け
、
委
員
が
一
丸

と
な
り
、
経
営
に
役
立
つ
各
種
施

策
を
会
員
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
更
な
る
周
知
に
努
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

第
２
回

第
２
回  

振
興
委
員
連
絡
会
議

振
興
委
員
連
絡
会
議  

開
催
開
催

肉
の
ふ
き
あ
げ
直
営
農
場 

㈲
前
日
光
フ
ァ
ー
ム

第
12
回 

全
国
和
牛
能
力
共
進
会�

�

鹿
児
島
大
会
に
出
場

去
る
10
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
、
第
12
回 

全
国
和
牛
能
力
共
進
会 

鹿
児
島
大
会
に
栃
木
県
代
表
と

し
て
㈲
前
日
光
フ
ァ
ー
ム
（
代
表
取
締
役 

小
池
雅
弘

氏
）
が
「
肉
牛
の
部
（
去
勢
肥
育
牛
）」
に
出
場
し
た
。

本
大
会
は
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一
堂
に
集
め
、

改
良
の
成
果
や
そ
の
優
秀
性
を
競
う
大
会
で
あ
り
、
見

事
、
上
位
優
等
賞
を
獲
得
し
た
。

現
在
、
肉
の
ふ
き
あ
げ
（
吹
上
町
）
に
て
特
別
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
数
量
限
定
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
無
く

な
り
次
第
終
了
と
な
る
。
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◆
小
規
模
事
業
者
持
続
化

　

補
助
金
〈
一
般
型
〉（
国
）

１
．
概
要

　

小
規
模
事
業
者
の
地
道
な

販
路
開
拓
等
の
取
組
や
、
業
務

効
率
化
の
取
組
に
要
す
る
経
費

の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

２
．
補
助
対
象

　
小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
要
件
有

３
．
補
助
率　

２
／
３

４
．
各
枠
の
補
助
額
等

⑴
通
常
枠

　

補
助
額
：
上
限
50
万
円

⑵
賃
金
引
上
げ
枠

　

補
助
額
：
上
限
200
万
円

⑶
卒
業
枠

　

補
助
額
：
上
限
200
万
円

⑷
後
継
者
支
援
枠

　

補
助
額
：
上
限
200
万
円

⑸
創
業
枠

　

補
助
額
：
上
限
200
万
円

⑹
イ
ン
ボ
イ
ス
枠

　

補
助
額
：
上
限
100
万
円

�

※�

各
枠
に
は
、
申
請
要
項
が

あ
り
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
下
さ
い
。

５
．
申
請
期
限

　

第
10
回
：
12
月
９
日

６
．
申
請
方
法

　

書
類
一
式
を
郵
送
又
は
、

電
子
申
請
に
よ
り
提
出

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

�

℡
23
‐
３
１
３
１

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

各
種
補
助
金
の
ご
案
内

各
種
補
助
金
の
ご
案
内

去
る
10
月
５
日
、
当
所
に

お
い
て
小
平
浪
平
翁
記
念
会

（
大
川
吉
弘
会
長
）
第
２
回
役

員
会
を
19
名
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
第
６
回
通
常

総
会
附
議
事
項
、
会
費
規
則

の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
承
認
可
決
さ
れ
た
。

去
る
10
月
５
日
、
当
所
に

お
い
て
小
平
浪
平
翁
記
念
会

第
６
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
、
来
賓
・
関

係
者
を
含
む
総
勢
28
名
が
参

加
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
３
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

並
び
に
予
算
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
全

会
一
致
を

も
っ
て
承

認
可
決
さ

れ
た
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会

�

第
６
回
通
常
総
会　
開
催

小
平
浪
平
翁
記
念
会

小
平
浪
平
翁
記
念
会

��

第
２
回
役
員
会

第
２
回
役
員
会  

開
催
開
催

アクサ生命保険株式会社
宇都宮支社　佐野営業所　栃木分室　
〒���-����　栃木市片柳町�-�-��栃木商工会議所会館　 
TEL����-��-����　FAX����-��-���� 

◆
事
業
再
構
築
補
助
金（
国
）

１
．
概
要

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
時
代
の
経
済
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

新
分
野
展
開
、
業
態
転
換
、

事
業
・
業
種
転
換
、
事
業
再

編
又
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
通

じ
た
規
模
の
拡
大
等
、
思
い

切
っ
た
事
業
再
構
築
に
意
欲

を
有
す
る
中
小
企
業
等
の
挑

戦
が
支
援
さ
れ
ま
す
。

２
．
補
助
対
象

　

日
本
国
内
に
本
社
を
有
す

る
中
小
企
業
者
等
及
び
中
堅

企
業
等

※
そ
の
他
要
件
有

３
．
補
助
率
・
補
助
額

⑴
通
常
枠

　

補
助
率
：
２
／
３
又
は
１
／
２

　

補
助
額
：
100
万
円
～
2,000
万
円

⑵
大
規
模
賃
金
引
上
枠

　

補
助
率
：
２
／
３
又
は
１
／
２

　

補
助
額
：
8,000
万
円
～
１
億
円

⑶
回
復
・
再
生
応
援
枠

　

補
助
率
：
３
／
４
又
は
２
／
３

　

補
助
額
：
100
万
円
～
1,500
万
円

⑷
最
低
賃
金
枠

　

補
助
率
：
３
／
４
又
は
２
／
３

　

補
助
額
：
100
万
円
～
1,500
万
円

⑸
グ
リ
ー
ン
成
長
枠

　

補
助
率
：
１
／
２
又
は
１
／
３

　

補
助
額
：
100
万
円
～
1.5
億
円

⑹
緊
急
対
策
枠

　

補
助
率
：
３
／
４
又
は
２
／
３

　

補
助
額
：
100
万
円
～
4,000
万
円

※�

従
業
員
数
、
企
業
規
模
に

よ
り
、
補
助
率
と
補
助
額

は
変
動
し
ま
す
。

※�
各
枠
に
は
、
申
請
要
件
が

あ
り
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
下
さ
い
。

４
．
申
請
期
限

第
８
回
：
令
和
５
年
１
月
13
日

�
午
後
６
時
ま
で

５
．
申
請
方
法

　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
申
請
の
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
0570
‐
０
１
２
‐
０
８
８

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
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確認しましょう！　最低賃金
栃木県最低賃金が  時間額 ９１３円 に！

― 改正発効は 令和４年10月１日 から ―
栃木県最低賃金は、栃木県の区域内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用さ
れます。
一般労働者はもちろん、臨時、パート、アルバイト等にも適用されます。
なお、特定の産業には、特定最低賃金が定められています。
詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室（028－634－9109）又は、最寄りの労働基準監督
署にお問い合わせください。

必ずチェック　最低賃金！　使用者も、労働者も。

ク
ー
ル
ビ
ズ
終
了
の
お
知
ら
せ

当
所
で
は
、
10
月
31
日
を
も
っ
て
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
も
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
節
電
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

日　

時　

12
月
8
日
（
木
）　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
経
営
相
談
会

　

日　

時　

12
月
20
日
（
火
）　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※
予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報http://bit.ly/3gRXpGd

労働保険未手続事業一掃強化期間　11/1～11/30
『働くを守る。暮らしを守る。労働保険』

　「労働保険（労災保険・雇用保険）」は、労働者の業務上又は通勤途上での負傷な
どと失業の場合に保険給付を行うもので、労働者を使用する事業主は法律で加入が
義務づけられています。
　まだ、加入手続をされていない事業主の方は、労働基準監督署又は公共職業安定
所で加入の手続をしてください。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所にお尋ねください。

栃木労働基準監督署　℡24－7766 ／ 栃木公共職業安定所　℡22－4135
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青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.369  令和４年11月10日発行   ● 編集／青年経営者会

日本商工会議所青年部 第42回 関東ブロック大会「蔵の街とちぎ大会」を開催!!日本商工会議所青年部 第42回 関東ブロック大会「蔵の街とちぎ大会」を開催!!
去る10月14日、15日の２日間、当YEGが主管となり日本
商工会議所青年部 第42回 関東ブロック大会 「蔵の街とちぎ
大会」を開催した。本大会は、経済・社会環境が大きく変
化する中で、企業と地域社会の次代を担う青年経済人が互
いに交流と連携の輪を拡げ、企業の発展と豊かな地域社会
の形成に果たす商工会議所の役割を認識し、その実現のた
めに青年経済人として何をなすべきかを研究し研鑽するこ
とを目的に毎年持ち回りにて開催している。
大会には、関東ブロック内（静岡・群馬・埼玉・茨城・
千葉・神奈川・山梨・東京・栃木）のYEGメンバー2,630人
が登録し、そのうち約1,500名が来栃した。
14日は、関東ブロックYEG諸会議・定時総会・会長会
議・前泊者懇親会が開催された。定時総会では、次年度の
関東ブロックYEG役員・会長所信・事業計画・収支予算等
が審議され、それぞれ原案の通り可決承認された。その後行われた会長会議で
は「今すぐできちゃう政策提言」をテーマに、商工会議所の歴史から設立の経
緯と意味、要望・提案・提言の違い、提言活動の必要性を解説し、地域創生に
繋がった事例を紹介した。参加した会長らは、提言することの経緯や意義につ
いて再確認し、今後の地域発展に向け意識を高めた。
15日は、経済産業省関東経済産業局長、福田富一栃木県知事、大川秀子栃木
市長をはじめ、関係各位、歴代会長等ご来賓のご臨席と、多くのYEGメンバー
の出席のもと記念式典が挙行された。式典では、次年度関東ブロックYEG会長
として杉澤克久君（静岡県連三島YEG）、次年度関東ブロック大会開催地として
静岡県三島市が発表され、坂本智哉大会会長（栃木YEG）より佐藤浩由大会会
長予定者（静岡県連三島YEG）へブロック旗が伝達された。その後は、分科会
や物産展、大懇親会が開催され、２日間の関東ブロック大会が盛会のうちに幕
を閉じた。
大会の開催にあたり、多大なるご支援とご協力を賜りました栃木県、栃木
市、（一社）栃木県商工会議所連合会・栃木商工会議所、栃木YEG OB・OGの皆
様、並びに栃木県商工会議所青年部連合会をはじめとする関係諸団体、ご協賛
企業の皆様、ご参加をいただきました各YEGの皆様に深く感謝を申し上げます。
� 第42回 関東ブロック大会 蔵の街とちぎ大会　大会々長　坂本　智哉

ブロック旗を掲げる坂本大会々長

２日間開催した蔵の街とちぎ大会の様子

青年経営者会は、若い経営者や次代を担う後継者の自己研鑽のために、昭和61年10月
に創設されました。現在96名の会員が、活動を通じて事業の活性化と地域経済の振興
を目指しています。各会員は委員会に所属し、講習や研修など各事業を推進すること
になりますが、会員相互の親睦も積極的に図られ、ビジネスに結びつく情報交換も活
発に行われます。個々のメリットを追求し明日の企業経営を切り拓きましょう。
� 【問い合わせ先】青年経営者会事務局　℡23-3131

高橋関東ブロックYEG会長

藤平実行委員長


